
6月からの
電子処方箋本格稼働に向けて

～ これまでの処方経験と今後 ～

2024年5月23日 桑名地区薬剤師会研修会

桑名市総合医療センター 河村理沙



本日の内容

・ 改めて電子処方箋について

・ 実際の処方経験から見えたこと
 処方を受けていただいた調剤薬局での経験も含めて

・ 課題
 

・ 調剤薬局の先生方にお願いしたいこと

・ 質疑応答 （医事課、情報システム課を含め）





医療機関・薬局における電子処方箋システム導入状況

厚生労働省ホームページより 2024年5月12日時点



電子処方箋の仕組み

厚生労働省ホームページ（電子処方箋）



調剤結果 （病院）



院外処方箋は３種類になっています
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院外処方箋 電子処方箋未対応保険
薬剤マスタ不備、電子処方箋システム障害時

従来の紙処方箋

電子処方箋 引換番号あり紙処方箋

HPKI認証した医師 HPKI認証していない医師

患者が
電子処方箋を
希望した場合

患者が紙処方箋を
希望した場合
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電子処方箋

・患者には「処方内容（控え）」を渡す

・控えには用法・コメントの記載なし

・電子処方箋が原本

「調剤薬局に自動的に処方内容

が送信される」訳ではない

⇒ FAX等による引換番号の伝達
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引換番号あり紙処方箋

・患者が紙処方箋を希望した場合

・HPKI認証していない医師

・引換番号を表示

・紙処方箋が原本
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従来の紙処方箋

・電子処方箋未対応保険（労災、自賠責、自費、生活保護等）

・電子処方箋システム障害時

・薬剤マスタ不備

・紙処方箋が原本



電子処方箋
引換番号あり

紙処方箋
従来の紙処方箋

引換番号 処方内容（控え）に記載 紙処方箋に記載 なし

電子処方箋管理サービス
からの情報取得

顔認証付カードリーダーでの
受付時に情報取得/

被保険者番号等と引き換え
番号を入力し情報取得

被保険者番号等と引き換え番号
を入力し情報取得

不可

処方箋管理サービスで
利用可能な機能

利用不可

処方箋管理サービスへの
データ登録

不要

電子署名の要否 必要 不要 不要

利用可能

利用可能

各処方箋（まとめ）



当院における現状と今後の予定

HPKIカード取得医師 ： 常勤医 43名

（17名申請中）

① 3/25 システム導入

限られた職員に電子処方

② 4/1～ 職員に稼働開始

職員（同意が得られた）に電子処方

⓷ 6/3～ 本格稼働 予定

   一般患者に電子処方開始



実際の処方経験から見えたこと

 処方を受けていただいた調剤薬局での
経験も含めて



処方の実際



調剤薬局での実際①



























桑名薬局における
電子処方箋の試験運用の流れ

桑名薬局 植村啓子



桑名薬局で利用しているレセコン・電子薬歴



実際に患者様がお持ちになる
処方内容の控え
〈処方箋が電子の場合〉

データ読み取り後、本人に返却



処方箋情報の印刷(紙)

薬価単位で表示されない為
販売規格が複数ある製品の投与量が不明

例）アローゼン顆粒 0.5ｇ/包
アローゼン顆粒 1.0ｇ/包

例）セルタッチパップ70 6枚/袋
セルタッチパップ70 7枚/袋



薬価単位での
投与量を確認

注意

最初に読み取りする際しか
表示されない為、
スクショなど
記録しておく必要あり





血液検査データ
が表示される



【般】リスペリドン経口液0.1％

【般】リスペリドン経口液0.1％（1ｍｌ）



＜疑義照会を行った例＞

オルベスコインヘラー：ICS
エナジア吸入用カプセルLAMA/LABA/ICS

作用重複にて疑義



＜疑義紹介 入力画面＞



病院の電子カルテに疑義照会内容が反映



＜重複投与チェックがかかった例＞

Drコメントが入っていた事により
疑義紹介することなく投薬できた為

時間短縮となった

Drからの
コメント

重複する薬剤
が表示される



＜FAXを送った薬局とは違う薬局に行った場合＞

病院

A薬局

B薬局

処方箋の取り消し

直後から別の薬局で
取り込みが可能になる



＜電子処方箋の取り消し操作＞

＜電子処方箋の回収とは＞
疑義照会を踏まえ、

調剤すべきでないと判断した場合、
他の薬で調剤されることを防ぐ為に
調剤を行わない旨及び理由を入力し、

処方箋の回収を行う作業



課題

導入前からの課題
新しく発生した課題



課題 ① （処方単位）
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薬価単位と異なる単位で処方している薬剤がある

点眼 薬価単位 ｍL ⇒ 当院処方単位 本

軟膏 薬価単位 ｇ  ⇒ 当院処方単位 本

湿布 薬価単位 枚  ⇒ 当院処方単位 袋 など

解決

⇒ 電子カルテの単位と薬価単位が異なる場合には、

  換算値の設定を使って、薬価単位に換算して、

  調剤薬局に送信するようにしました



課題 ② （補足情報がある薬剤）
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補足情報を入れている薬剤

【電子処方箋の場合】
商品名処方（レセプト電算処理システム医薬品名）
一般名処方（一般名処方マスタに掲載の薬のみ）

以前紹介した例）
① 当院処方     ： (麻：慢性疼痛)オキシコンチンＴＲ錠５ｍｇ
⇒ 商品名処方  ： オキシコンチンＴＲ錠５ｍｇ

一般名処方   ： 【般】オキシコドン徐放錠５ｍｇ（乱用防止製剤）

② 当院処方      ： リスペリドン内用液1mg/mL(1mL/包)「ﾖｼﾄﾐ」
⇒ 商品名処方   ： ﾘｽﾍﾟﾘﾄﾞﾝ内用液1mg／mL「ﾖｼﾄﾐ」 0.1%

 一般名処方   ：  【般】リスペリドン経口液０．１％



課題 ②-1 （補足情報がある薬剤）
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事例１）

 当院処方     ： (麻：慢性疼痛)オキシコンチンＴＲ錠５ｍｇ

  ⇒ 商品名処方 ： オキシコンチンＴＲ錠５ｍｇ 

  一般名処方 ： 【般】オキシコドン徐放錠５ｍｇ（乱用防止製剤）

対応

慢性疼痛に対し電子処方した場合、使用目的を判断することは難しい

フェントステープ、オキシコンチンを慢性疼痛に使用する際には、意図的に
電子処方箋としない （従来の紙処方で対応）

⇒ 確認書が医師から交付されているかを確実に確認することができる。



課題 ②-２ （補足情報がある薬剤）
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事例２）

当院処方     ： リスペリドン内用液1mg/mL(1mL/包)「ﾖｼﾄﾐ」

⇒ 商品名処方  ： ﾘｽﾍﾟﾘﾄﾞﾝ内用液1mg／mL「ﾖｼﾄﾐ」 0.1%

 一般名処方  ：  【般】リスペリドン経口液０．１％

⇓

一般名を変更することで、確実に用量がわかるように対応した

変更 一般名処方  ： 【般】リスペリドン経口液0.1％1ｍL



課題 ③ （用法）
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現在有効な用法マスタ 約2500個存在

2018年に3病院が合併した影響でかなり多く、
同じ用法も複数存在している

⇓

用法の整理中

標準用法マスタの登録は間に合わない

内服から標準用法マスタの紐づけする予定



一般名処方ができなくなった医薬品

当院では後発品に採用薬を変更する際に一般名処方としていた

例） レバミピド錠100mg「オーツカ」 ⇒ 【般】レバミピド錠100mg

一部薬品で一般名処方加算の対象品目から除外※され、一般名処方
マスタから削除されていた

一般名処方ができない薬剤において、先発品の調剤を希望される際は
簡素化プロトコル：成分・適応・用法用量が同一の銘柄変更で対応くだ
さい

※ 先発品薬価と後発品薬価が同じになった場合は一般名処方マスタから削除
される



一般名処方ができなくなった主な採用医薬品

・ アミオダロン塩酸塩速崩錠100mg「TE」

・ ゲンタマイシン硫酸塩軟膏0.1%「F」

・ カロナール細粒20%

・ クラリスロマイシン錠200mg「サワイ」

・ バルプロ酸ナトリウム細粒40%「EMEC」

・ ピコスルファートNa錠2.5mg「サワイ」

・ フェルビナクスチック軟膏3%「三笠」

・ フロセミド細粒4%「EMEC」

・ レバミピド錠100mg「オーツカ」 等

先発品を希望される際は簡素化プロトコル：成分・適応・用法用量が同一の銘柄変更で対応ください



電子処方箋における検査値

これまで院外処方箋には、（前回・前々回）の検査値が印字されている
「WBC」「Neut」「Hb」「PTL」「ALB」「AST」「ALT」「T-Bil」「SCｒ」「eGFR」「血中K」



電子処方箋における検査値

これまで院外処方箋には、（前回・前々回）の検査値が印字されている
「WBC」「Neut」「Hb」「PTL」「ALB」「AST」「ALT」「T-Bil」「SCｒ」「eGFR」「血中K」

⇓

電子処方においては、180日内にある最新の結果をデータを送信する予定
【生化学】

「TP」「ALB」「A/G比」「T-Bil」「D-Bil」「Ch-E」「AST」「ALT」「LD」「ALP」「γGTP」「CK」
「AMY」「リパーゼ」「T-Cho」「HDL-Cho」「LDL-Cho」「TG」「BUN」「CRE」「UA」「Na」「K」「Cl」
「Ca」「IP」「Mg」「血清鉄」「UIBC」「フェリチン」「血糖」「HbA1c」「グリコアルブミン」
「アンモニア」「CRP」「リウマチ因子定量」「IgG」「IgA」「IgM」「ヘリコバクターピロリ」「KL-6」
「Free-T3」「Free-T4」「TSH」「NT-proBNP」

【血液/凝固】
「血算」「血液像」「出血時間」「PT（％INR含む）」「APTT」

【その他】
「身長」「体重」「体表面積」



重複投薬等チェック



電子処方管理サービスに登録されているデータ-1

保険情報の見え方の違いについて

オンライン資格確認 電子処方箋管理サービス

0 本人

1 家族 本人

2 家族

オンライン資格確認 「家族」が、電子処方箋内で「本人」に見えることがある？！



電子処方管理サービスに登録されているデータ-2

一部負担金区分について （QRコードバージョン違いによる事象） 

院外紙処方箋
Ver1.8

電子処方箋管理サービス
Ver1.6

14.1 高齢者一般（高9） 高齢者一般

14.5 高齢者8割（高8）

当院のQRコードは最新のVer.1.8に対応済なので、「高8」を「14.5： 高齢者8割（後期高齢者）」を印刷している。 
電子処方箋の規格ではVer1.6なので、「高8」「高9」であっても、「14.1：高齢者一般（高9）」として格納してい
るため、電子処方箋では「高9」と表示される。
紙の院外処方箋で備考欄に「高8」と印字されるケースの場合には、電子処方箋の一部負担金区分に
「14.5:高齢者8割（後期高齢者）」送信して問題ないと、電子処方箋管理サービスへ確認が取れたため

プログラムを修正する予定。



確実に電子処方箋を行うために

① FAXコーナーにおける
対応薬局の確認



確実に電子処方箋を行うために

② 電子処方箋
希望カードによる確認

  



確実に電子処方箋を行うために

⓷ 電子処方箋
希望カードによる確認

薬局にて
電子処方箋が対応可能な患者に
用紙をお渡しいただけないでしょうか

用紙は当院ホームページに掲載予定です
  



調剤薬局の先生方にお願いしたいこと



調剤薬局の先生方へのお願い

• HPKIカード、システムの準備をお願いします

⇒ 準備が整いましたら、ご連絡ください

・ （対応薬局）電子処方箋管理サービスの情報の確認をお願いします

• 電子処方箋についての患者への説明協力をお願いします

  （FAXはこれまで通り必要であることを含めて）

・ 対応可能な患者から順次電子処方箋を勧めていただきますよう
お願いします

・ 電子処方箋においても疑義照会・トレーシングレポートはこれまで通りの
対応でお願いします



各種 連絡先

病院HPに掲載
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